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ZENBUTSU

仏暦２５４５年５月（２００２年）
財団法人 全日本仏教会

東京グランドホテルで開催された理事会（関連記事２頁）

バチカン枢機卿より
花まつりメッセージ

法律相談
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三
月
二
十
九
日
午
後
二
時
か
ら
、
東
京
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。

森
和
久
理
事
長
を
議
長
に
、
網
野
義
紘
、
横
山
敏

明
の
両
師
を
議
事
録
署
名
人
に
選
出
、
議
事
に
入
っ

た
。議

案
第
一
号
「
第
二
十
五
期
事
務
総
局
人
事
に
つ

い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

森
議
長
よ
り
上
程
。
西
村
事
務
総
長
が
、
第
二
十

五
期
事
務
総
局
の
職
員
人
事
に
つ
い
て
、
原
案
を
説

明
。
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

報
告
事
項

�
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
に
つ
い
て
の
状
況
報
告

櫻
井
国
際
文
化
部
長
よ
り
、
上
坂
悟
、
本
会
派
遣

考
古
学
者
の
、
ネ
パ
ー
ル
で
の
遺
物
返
還
作
業
の
進

行
状
況
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。
次
に
マ
ヤ
堂
修
復

事
業
篤
志
勧
募
の
進
行
状
況
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

�
事
務
総
局
各
部
報
告

小
島
同
和
推
進
部
長
よ
り
、
平
成
十
四
年
度
の
各

同
和
研
修
会
の
日
程
が
報
告
さ
れ
た
。

渡
邊
社
会
部
長
よ
り
、
三
月
二
十
六
日
開
催
の
第

十
回
仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究
会
の
内
容
、
本

会
未
加
盟
都
道
府
県
仏
教
会
の
加
盟
へ
の
働
き
か
け

の
現
況
が
報
告
さ
れ
た
。

櫻
井
国
際
文
化
部
長
よ
り
、
第
二
十
二
回
世
界
仏

教
徒
会
議
が
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
、
本
年
十
二
月

九
日
〜
十
三
日
開
催
さ
れ
る
件
、
立
正
佼
成
会
バ
ン

グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
支
部
の
Ｗ
Ｆ
Ｂ
へ
の
新
加
盟
申
請
に

際
し
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
か
ら
本
会
に
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た

件
、
�
国
際
仏
教
興
隆
協
会
よ
り
、
役
員
就
任
協
力

依
頼
の
件
、
仏
教
ポ
ケ
ッ
ト
カ
ー
ド
領
布
開
始
の
件

が
報
告
さ
れ
た
。

理

事

会

開

催

今
般
、
任
期
満
了
に
伴
い
四
月
よ
り
事
務
総
局

が
新
た
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、

全
一
仏
教
運
動
推
進
の
た
め
に
精
進
致
す
所
存
で

あ
り
ま
す
。
何
卒
、
今
後
の
一
層
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
懇
願
申
し
上
げ
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致

し
ま
す
。

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

事
務
総
長

小

林

正

道

（
浄
土
宗
）

総
務
部
長

櫻

井

英

幸

（
曹
洞
宗
）

財
務
部
長

宮

川

宏

生

（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

同
和
推
進
部
長

小

島

恵

真

（
真
言
宗
豊
山
派
）

社
会
部
長

壽

山

良

光

（
高
野
山
真
言
宗
）

国
際
文
化
部
長

渡

邊

宗

徹

（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
）

総
務
部
次
長

江

口

智

流

（
真
宗
大
谷
派
）

財
務
部
次
長

奈

良

慈

徹

（
日
蓮
宗
）

同
和
推
進
部
次
長

山

本

観

晃

（
天
台
宗
）

社
会
部
次
長

福

田

亮

二

（
真
言
宗
智
山
派
）

国
際
文
化
部
次
長

入

西

智

彦

（
浄
土
宗
）

財
務
部
主
事

江

澤

み
ゆ
き

�
�
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全 仏

－２－

２００２年５月１日
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こ
の
度
、
全
日
本
仏
教
会
第
二
十
五
期
の
事
務
総

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
浄
土
宗
の
小
林
で
ご
ざ
い

ま
す
。

も
と
よ
り
若
輩
菲
才
に
し
て
、
到
底
そ
の
器
に
あ

る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
加
盟
団
体
の
諸
大
徳

の
皆
様
方
の
ご
教
導
を
頂
戴
し
て
、
何
と
か
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

全
日
本
仏
教
会
と
は
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
国
際

専
門
委
員
（
国
際
委
員
会
委
員
）
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
き
た
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
何
の
経
験

も
な
い
者
で
、
不
安
ば
か
り
が
つ
の
り
ま
す
。
た
だ
、

宗
門
内
局
の
末
席
に
お
り
、
ま
た
か
ね
て
よ
り
、
全

日
本
仏
教
青
年
会
で
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
救
援
運
動

に
は
じ
ま
る
諸
活
動
等
を
通
じ
て
、
多
く
の
ご
宗
門

の
先
生
方
と
有
り
難
い
お
付
き
合
い
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
、
さ
ら
に
今
後
多
数
の
先
生
方
と
ご

厚
誼
を
い
た
だ
く
こ
と
を
、
励
み
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
て
お
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
谷
光
真
会
長
様
の
お
言
葉
の
と
お
り
、
今
日
、

一
般
の
方
々
の
宗
教
自
体
に
対
す
る
見
方
が
厳
し
く

な
っ
て
お
り
、
仏
教
界
全
体
と
し
て
も
対
処
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

本
会
は
全
世
界
に
対
す
る
我
が
国
仏
教
界
の
総
窓
口

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
時
、
我
が
国
仏
教
を
担

う
多
く
の
方
々
が
、
よ
り
広
汎
に
、
よ
り
深
く
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
ら
れ
る
こ
と
が
今
ほ
ど
重
要

な
と
き
は
な
い
と
存
じ
ま
す
。
全
日
本
仏
教
会
に
課

せ
ら
れ
た
役
割
は
ま
こ
と
に
大
き
い
と
言
え
ま
し
ょ

う
。私

は
、
事
務
総
局
を
お
預
か
り
す
る
も
の
と
し
て
、

会
長
様
の
お
示
し
に
な
ら
れ
る
こ
と
を
体
し
、
理
事

会
の
ご
決
定
の
も
と
、
理
事
長
の
ご
指
示
に
よ
っ
て
、

事
務
総
局
の
部
長
・
次
長
と
共
に
和
合
の
精
神
を
も

っ
て
会
務
を
進
め
て
ゆ
け
れ
ば
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

重
ね
て
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
し
、
就
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

合
掌

事
務
総
長
就
任
に
あ
た
っ
て

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
長

小
林

正
道

今
般
、
任
期
満
了
に
伴
い
三
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
退
任
い
た
し
ま
し
た
。
事
務
総
局
在
職

中
は
、
み
な
さ
ま
に
ご
厚
情
賜
り
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

西
村

輝
成
（
曹
洞
宗
）

吉
橋

勝
寛
（
日
蓮
宗
）

倉
澤

豊
明
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

大
隅

智
弘
（
真
言
宗
智
山
派
）

三
浦

章
興
（
天
台
宗
）

水
野

和
子

全
仏
誌
ご
送
付
先
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
等

に
変
更
あ
る
場
合
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
帯
封
で
ご
送
付
の
場
合
、
帯
封
記
載
の
送

付
番
号
も
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

連
絡
先

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
ー
七
ー
四

明
照
会
館
内

全
日
本
仏
教
会
社
会
部

電

話
〇
三
ー
三
四
三
七
ー
九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
ー
三
四
三
七
ー
三
二
六
〇

事
務
総
局
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

全
仏
誌
郵
送
先

住
所
・
氏
名
変
更

御
連
絡
の
お
願
い

２００２年５月１日

－３－

全 仏
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三
月
二
十
六
日
午
後
一
時
半
か
ら
、
明
照
会
館
会

議
室
で
、
第
十
回
仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究
会

が
開
催
さ
れ
た
。

前
回
、
委
員
に
依
頼
さ
れ
た
、
各
宗
派
の
Ｉ
Ｔ（
情

報
技
術
）
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
利
用
状
況
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
出
席
者
よ
り
報
告
さ
れ
、
相
互

に
質
疑
・
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
携
帯
電
話
等
を
利
用
し
た
次
世
代
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
外
部
か
ら
講
師
を
招
い

て
研
究
会
を
開
催
し
た
い
旨
、
出
席
委
員
か
ら
要
望

が
出
さ
れ
た
。

三
月
十
一
日
午
後
一
時
半
か
ら
、
浄
土
宗
宗
務
庁

で
、
第
八
回
同
和
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
委
員
長
に

出
口
芳
演
師
（
浄
土
宗
）、
副
委
員
長
に
深
澤
信
善

師
（
曹
洞
宗
）
が
選
出
さ
れ
た
。

続
い
て
今
年
度
の
研
修
会
の
日
程
に
つ
い
て
討
議

さ
れ
、
六
月
十
七
、
十
八
の
両
日
、
同
和
推
進
担
当

者
連
絡
会
（
大
阪
）。
十
一
月
八
日
、
同
和
研
修
会

（
関
西
）。
二
月
四
日
、
加
盟
団
体
代
表
者
同
和
研

修
会
（
関
東
）
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

三
月
一
日
午
後
一
時
か
ら
、
京
都
会
館
を
会
場
に
、

全
国
水
平
社
創
立
八
十
周
年
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
本
会
か
ら
小
島
恵
真
同
和
推
進
部
長
、
三
浦
章

興
同
次
長
が
参
加
し
た
。

約
二
千
二
百
人
の
参
加
者
の
も
と
、
大
阪
の
太
鼓

集
団
『
皷
色
祭
響
』
に
よ
る
演
奏
で
開
式
。
物
故
者

・
無
名
戦
士
慰
霊
の
黙
祷
、
水
平
社
宣
言
の
朗
読
に

続
き
、
組
坂
繁
之
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
中
央
執

行
委
員
長
が
挨
拶
し
た
。

次
に
大
野
昭
則
、
部
落
解
放
同
盟
京
都
府
連
合
会

委
員
長
代
行
が
地
元
歓
迎
挨
拶
を
行
い
、
続
く
来
賓

挨
拶
は
、
荒
巻
禎
一
・
京
都
府
知
事
、
桝
本
�
兼
・

京
都
市
長
（
代
読
）、
中
野
寛
成
・
民
主
党
部
落
解

放
推
進
委
員
長
、
土
井
た
か
子
・
社
民
党
党
首
が
行

っ
た
。

松
本
治
一
郎
賞
が
武
者
小
路
公
秀
氏
に
渡
さ
れ
た

後
、
全
国
の
功
労
者
、
物
故
者
百
十
七
人
が
表
彰
さ

れ
、
記
念
ビ
デ
オ
の
上
映
が
行
わ
れ
た
。

夕
方
か
ら
京
都
ホ
テ
ル
に
会
場
を
移
し
、
記
念
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
多
く
の
参
加
者
の
も
と
盛

会
で
あ
っ
た
。

明
照
会
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
研
究
会

仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
研
究
会

全
国
水
平
社

創
立
八
十
周
年
記
念
大
会

同

和

委

員

会

仏旗バッチ
２×４．５cm ５００円

法輪バッチ
直径１cm １０００円

お申し込みは
全日本仏教会

財務部まで

全 仏

－４－

２００２年５月１日



������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

三
月
十
四
日
午
前
十
時
か
ら
、
茨
城
県
水
戸
市
の

県
民
文
化
ホ
ー
ル
で
、
茨
城
県
仏
教
徒
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。
本
会
か
ら
西
村
事
務
総
長
、
吉
橋
総
務
部

長
、
倉
澤
財
務
部
長
、
小
島
同
和
推
進
部
長
、
渡
邊

社
会
部
長
、
櫻
井
国
際
文
化
部
長
、
江
口
財
務
部
次

長
、
壽
山
社
会
部
次
長
が
参
加
し
た
。

奥
田
俊
亮
茨
城
県
仏
教
会
副
会
長
の
開
式
の
辞
に

続
き
、
猪
瀬
寶
山
茨
城
県
仏
教
会
会
長
を
導
師
に
記

念
法
要
が
行
わ
れ
、
参
加
者
一
同
で
三
帰
依
文
と
般

若
心
経
が
唱
和
さ
れ
た
。
続
く
式
典
で
は
猪
瀬
会
長

の
挨
拶
、
大
会
宣
言
文
の
奉
読
に
続
き
、
本
会
西
村

事
務
総
長
が
来
賓
挨
拶
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
宗
教
評
論
家
の
ひ
ろ
さ
ち
や
氏
が
、「
ご

縁
の
世
界
」
と
題
し
講
演
を
行
い
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
や
、
仏
に
生
か
さ
れ
る
ご
縁
の
大
切
さ
あ
り

が
た
さ
を
易
し
く
説
き
、
会
場
を
埋
め
た
聴
衆
は
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

ま
た
、
会
場
入
り
口
で
は
全
日
本
仏
教
会
の
展
示

頒
布
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
花
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
な
ど

の
頒
布
受
付
を
行
っ
た
。

講
演
す
る

ひ
ろ
さ
ち
や
氏

茨
城
県
仏
教
徒
大
会

三
月
十
四
日
・
水
戸
市
県
民
文
化
ホ
ー
ル

水
戸
市
県
民
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
茨
城
県
仏
教
徒
大
会

�
�
�
��

�
��

�

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
入
る
、
小
さ
な
や
さ
し
い
法
話

カ
ー
ド
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。
多
く
の
人
々
に
仏

さ
ま
の
教
え
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
、
明
る
く
な
ご

や
か
な
社
会
が
取
り
戻
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
各
種

の
集
ま
り
の
際
や
、
玄
関
や
受
付
に
て
ご
配
布
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

お

申

し

込

み

方

法

価

格

百
枚
千
円
（
百
枚
以
上
百
枚
単
位
で
頒
布
）

お
届
け

郵
便
に
て
（
郵
送
料
は
別
途
ご
請
求
）

申

込

必
ず
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
ハ
ガ
キ
で
お
願
い
し
ま
す
。

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

明
照
会
館
内

全
日
本
仏
教
会
財
務
部

電
話

〇
三
―
三
四
三
七
―
九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
三
四
三
七
―
三
二
六
〇

お
支
払

同
封
の
請
求
書
と
振
込
用
紙
で
郵
便
局
か

ら
お
支
払
い
下
さ
い
。

大きさ
たて６０mm×よこ１００mm
２つ折り、４面

２００２年５月１日

－５－
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�四

月
八
日
の
釈
尊
降
誕
会
（
花
ま
つ
り
）
に

際
し
、
全
日
本
仏
教
会
理
事
長
宛
に
、
カ
ト
リ

ッ
ク
バ
チ
カ
ン
諸
宗
教
対
話
評
議
会
長
官
、
ア

リ
ン
ゼ
枢
機
卿
か
ら
平
和
を
願
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届
け
ら
れ
た
。

ア
リ
ン
ゼ
枢
機
卿
は
、
本
年
一
月
二
十
四
日
、

イ
タ
リ
ア
・
ア
ッ
シ
ジ
で
諸
宗
教
指
導
者
参
加

の
も
と
開
催
さ
れ
た
、
ロ
ー
マ
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・

パ
ウ
ロ
二
世
の
呼
び
か
け
に
よ
る
「
平
和
の
祈

り
」
の
行
事
総
責
任
者
を
つ
と
め
た
。

＊

＊

＊

親
愛
な
る
仏
教
徒
の
皆
さ
ん

今
年
も
灌
仏
会
に
あ
た
っ
て
、
教
皇
庁
諸
宗

教
対
話
評
議
会
を
代
表
し
心
か
ら
の
お
祝
い
を

申
し
あ
げ
ま
す
。
世
界
中
の
仏
教
徒
の
皆
さ
ん

が
喜
び
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
祝
日
を
迎
え
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

今
こ
の
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
な
が
ら
も
去

年
の
九
月
十
一
日
に
起
こ
っ
た
あ
の
衝
撃
的
な

出
来
事
を
思
い
出
さ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

あ
の
時
以
来
、
世
界
中
の
人
々
が
未
来
に
関
し

て
新
た
な
恐
れ
を
抱
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
恐
れ
の
最
中
に
あ
っ
て
、
未
来
に
向
け
て
よ

り
平
和
な
世
界
の
実
現
の
た
め
、
希
望
を
は
ぐ

く
み
、
そ
し
て
こ
の
希
望
に
基
づ
く
文
化
を
築

き
挙
げ
る
の
は
、
善
意
あ
る
あ
ら
ゆ
る
人
々
と

共
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
仏
教
徒
と
し
て
の
わ
た

し
た
ち
の
義
務
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
日
、
わ
た
し
た
ち
は
高
度
に
発
展
し
た
技

術
社
会
に
生
き
て
い
ま
す
。
こ
の
事
実
は
、
人

間
的
価
値
観
促
進
に
関
し
て
様
々
な
問
題
を
提

起
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
受
胎
の
最

初
の
瞬
間
か
ら
自
然
死
に
至
る
ま
で
の
各
自
の

生
命
に
対
す
る
権
利
は
、
人
間
的
価
値
の
中
で

疑
い
も
な
く
最
も
重
要
な
も
の
の
一
つ
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
生
命
に
対
す
る
権
利
が
、

高
度
に
進
歩
し
た
技
術
に
操
作
さ
れ
る
と
言
う

深
刻
な
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と
も
な
っ
て
い
る
と
考

え
る
べ
き
で
す
。
こ
の
よ
う
な
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

は
「
死
の
文
化
」
を
作
り
出
す
ま
で
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
中
絶
や
安
楽
死
、
ま
た

は
生
命
そ
の
も
の
に
関
す
る
技
術
的
実
験
行
為

が
、
あ
る
と
こ
ろ
で
は
す
で
に
、
ま
た
他
の
と

こ
ろ
で
は
こ
れ
か
ら
法
的
に
も
認
可
さ
れ
る
だ

ろ
う
と
い
う
事
態
に
ま
で
発
展
し
て
い
ま
す
。

何
の
と
が
も
な
い
無
防
備
な
生
命
や
回
復
の
希

望
の
な
い
病
に
犯
さ
れ
た
生
命
を
死
に
追
い
や

る
よ
う
な
「
死
の
文
化
」
と
、
何
千
と
い
う
罪

な
き
人
々
を
虐
殺
す
る
と
い
う
あ
の
九
月
十
一

日
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
の
間
に
何
ら
か
の
相
関
関

係
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
双
方
と
も
人
間
の
生
命
に
つ
い
て
の

概
念
に
起
因
す
る
も
の
で
す
。

仏
教
の
教
え
や
伝
統
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

も
の
、
た
と
え
何
の
意
味
も
な
い
よ
う
に
見
え

る
も
の
を
も
尊
重
し
て
い
ま
す
。
何
の
価
値
も

な
い
よ
う
に
み
な
さ
れ
る
も
の
に
対
し
て
も
こ

れ
ほ
ど
の
配
慮
を
示
す
の
で
あ
れ
ば
、
わ
た
し

た
ち
キ
リ
ス
ト
者
が
、
神
ご
自
身
の
似
姿
と
し

て
創
造
さ
れ
た
と
信
じ
る
人
間
に
対
し
て
は
ど

れ
ほ
ど
の
尊
敬
を
抱
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
人
間

の
尊
厳
と
そ
の
権
利
は
、
確
か
に
近
年
カ
ト
リ

ッ
ク
信
者
た
ち
が
関
心
を
示
す
最
も
重
要
な
問

題
で
す
。
生
命
の
権
利
が
、
自
然
死
に
至
る
ま

で
完
全
に
保
護
さ
れ
、
か
つ
、
人
間
の
尊
厳
に

相
応
し
い
具
体
的
な
生
き
方
が
出
来
る
た
め
の

必
要
条
件
が
、す
べ
て
整
え
ら
れ
る
よ
う
な「
生

命
の
文
化
」
を
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と
仏
教
徒
は
、

共
に
手
を
携
え
て
築
き
上
げ
る
べ
き
で
す
。
こ

れ
こ
そ
「
死
の
文
化
」
を
阻
止
し
打
ち
破
る
た

め
の
方
策
だ
と
思
い
ま
す
。

人
間
の
生
命
に
対
す
る
尊
敬
は
、
社
会
的
な

現
実
と
な
る
以
前
に
人
々
の
心
の
中
に
こ
そ
は

ぐ
く
ま
れ
る
も
の
だ
と
い
う
の
が
、
わ
た
し
た

ち
の
共
通
の
確
信
で
す
。
こ
こ
で
わ
た
し
は
、

お
そ
ら
く
、
自
分
た
ち
自
身
が
目
の
当
た
り
に

し
た
あ
の
悲
劇
的
な
出
来
事
に
躓
き
、
最
も
そ

の
心
を
痛
め
て
い
る
若
者
た
ち
に
特
別
な
注
意

を
向
け
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
生
命
の
尊
重

に
向
け
て
の
若
者
た
ち
の
教
育
は
今
日
最
も
急

を
要
す
る
事
柄
の
一
つ
で
す
。
青
少
年
た
ち
の

間
で
確
固
た
る
倫
理
的
確
信
や
生
命
の
文
化
が

何
よ
り
も
価
値
を
も
つ
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

若
者
た
ち
の
教
育
に
つ
い
て
わ
た
し
た
ち
は
そ

れ
ぞ
れ
の
宗
教
団
体
を
通
じ
て
分
か
ち
合
い
を

す
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。
社
会
全
体
の

中
に
生
命
の
文
化
と
倫
理
が
な
に
よ
り
も
大
切

に
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
生
命
尊

重
の
原
理
が
社
会
の
中
に
も
法
制
度
に
も
根
づ

く
の
を
期
待
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

親
愛
な
る
仏
教
徒
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
が
今
年

皆
さ
ん
と
分
か
ち
合
い
た
か
っ
た
思
い
で
す
。

す
べ
て
の
人
び
と
に
と
っ
て
よ
り
平
和
で
幸
福

な
世
界
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
と
の
希
望
を
も
っ

て
、
共
に
未
来
に
目
を
向
け
ま
し
ょ
う
。
灌
仏

会
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
〇
〇
二
年
四
月
八
日

バ
チ
カ
ン
に
て
、

教
皇
庁
諸
宗
教
対
話
評
議
会

議
長

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ア
リ
ン
ゼ
枢
機
卿

�
�
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�
�
�
�
�
�
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一
部
百
円
。
頒
布
ご
希
望
の
方

は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
、

�
氏
名
、
�
一
般
と
寺
院
の
別
、

�
希
望
部
数
、
�
住
所
・
郵
便
番

号
、
連
絡
先
電
話
番
号
を
明
記
し

て
本
会
総
務
へ
お
申
し
込
み
下
さ

い
。（
送
料
・
梱
包
料
は
別
途
ご

請
求
。
同
封
の
振
り
込
み
用
紙
で

お
振
り
込
み
下
さ
い
。）

申
込
先

東
京
都
港
区
芝
公
園

四
―
七
―
四

明
照
会
館
内

全
日
本
仏
教
会
総
務

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
三
―
三
四
三
七
―
三
二
六
〇

戒
名
・
法
名
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

全 仏

－６－

２００２年５月１日
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（
問
）
先
日
門
前
の
土
地
の
借
地
人
の
こ
と
に

つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
し
た
。
裁
判
所
か
ら
借
地

人
の
建
物
に
つ
い
て
競
売
に
な
っ
た
旨
の
通
知

が
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
法
律
相
談
室
に
お
尋

ね
し
ま
し
た
（
全
仏
誌
二
〇
〇
二
年
一
月
一
日

号
）。
三
つ
の
方
法
が
あ
る
と
の
こ
と
で
思
案

し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
今
回
こ
の
建
物
を

競
落
し
た
と
云
っ
て
き
た
人
が
い
ま
す
。
こ
の

方
は
、
自
分
が
こ
の
建
物
を
競
落
し
て
所
有
者

に
な
っ
た
の
で
、
借
地
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
承

諾
し
て
ほ
し
い
と
云
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
う
し

た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
。
門
前
の
土
地
な
の
で
、

こ
の
借
地
権
を
寺
の
も
の
と
し
て
今
後
境
内
地

と
し
て
利
用
し
た
い
と
思
い
、
総
代
会
で
も
決

議
し
て
借
地
人
の
方
の
引
っ
越
し
先
も
確
定
し

た
矢
先
で
し
た
の
で
困
惑
し
て
お
り
ま
す
。

※

※

※

（
答
）
借
地
権
が
賃
借
権
で
あ
っ
て
そ
の
登
記

が
し
て
い
な
い
場
合
（
ほ
と
ん
ど
の
借
地
権
が

こ
れ
で
す
）
に
は
、
競
落
人
が
建
物
を
競
落
し

て
も
こ
の
借
地
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
地
主
の
承

諾
を
得
な
け
れ
ば
、
借
地
契
約
を
解
除
さ
れ
て

し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
（
民
法
第
六
一
二

条
二
項
）。
で
す
か
ら
競
落
人
が
地
主
に
対
し

承
諾
を
求
め
に
き
た
と
云
う
こ
と
で
す
。
こ
の

と
き
の
承
諾
料
の
相
場
が
借
地
権
価
格
の
一
割

で
あ
る
こ
と
は
前
に
述
べ
ま
し
た
（
全
仏
誌
二

〇
〇
一
年
九
月
一
日
号
）。
と
こ
ろ
が
貴
寺
に

お
い
て
は
、
こ
の
土
地
に
つ
い
て
今
後
は
自
ら

境
内
地
と
し
て
使
用
し
た
い
と
い
う
わ
け
で
す

ね
。
と
な
る
と
簡
単
に
競
落
人
の
求
め
に
応
じ

て
借
地
権
の
譲
渡
を
承
諾
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
い
う
わ
け
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
右
の
承
諾
を
す
る
か
ど
う
か
は
、

全
く
地
主
の
自
由
で
す
。
従
っ
て
理
由
を
告
げ

な
い
で
、
こ
れ
を
拒
絶
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
地
主
が
拒
絶
し
ま
す
と
競
落
人
は
、

裁
判
所
に
対
し
て
地
主
の
承
諾
に
か
わ
る
許
可

決
定
の
申
立
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
、
�
買
受
代
金
納
入
後
二
ヶ
月
以
内
の
申

立
で
あ
る
こ
と
、
�
競
落
人
の
信
用
や
経
済
的

能
力
を
考
慮
し
て
借
地
権
の
移
転
が
地
主
に
不

利
に
な
る
恐
れ
が
な
い
こ
と
、
こ
の
二
つ
の
条

件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
、
地
主
の
承
諾
に
か
わ
る

許
可
決
定
（
こ
れ
を
代
諾
許
可
と
呼
ん
で
い
ま

す
）
を
裁
判
所
が
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
借

地
借
家
法
第
二
〇
条
）。
代
諾
許
可
が
な
さ
れ

る
場
合
で
も
、
裁
判
所
は
競
落
人
に
対
し
地
主

に
財
産
的
給
付
を
す
る
よ
う
命
じ
た
り
、
借
地

条
件
を
変
更
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
で
は
、
貴
寺
の
目
的
は
達

成
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
ど
う
す
る
か
で
す
。

競
落
人
が
右
の
代
諾
許
可
の
決
定
を
求
め
て
裁

判
所
へ
申
立
を
し
て
き
た
と
き
、
こ
の
裁
判
に

お
い
て
地
主
は
、
裁
判
所
で
定
め
ら
れ
た
期
間

内
に
自
ら
借
地
権
と
そ
の
建
物
を
買
い
受
け
る

旨
の
申
立
が
で
き
ま
す
（
借
地
借
家
法
第
二
〇

条
四
項
、
第
一
九
条
）。
こ
の
申
立
を
す
る
と

裁
判
所
は
、
相
当
の
対
価
を
決
め
て
地
主
が
買

い
取
る
べ
き
旨
の
決
定
を
し
て
く
れ
ま
す
。
こ

れ
を
地
主
の
優
先
買
受
権
と
い
っ
た
り
、
先
買

権
と
い
っ
た
り
し
ま
す
。
相
当
の
対
価
を
裁
判

所
が
決
め
た
以
上
は
、
こ
れ
が
高
す
ぎ
る
等
と

云
っ
て
異
議
を
云
っ
た
り
、
地
主
が
買
い
受
け

る
と
い
う
申
立
を
取
り
下
げ
る
こ
と
は
、
で
き

な
く
な
り
ま
す
か
ら
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

こ
の
買
い
受
け
価
格
は
、
競
落
人
が
競
落
し

た
価
格
で
は
な
く
、
そ
の
建
物
と
借
地
権
の
適

正
な
価
格
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
具
体
的

に
は
建
物
自
体
の
適
正
な
価
格
に
借
地
権
の
適

正
な
価
格
を
加
え
て
、地
主
の
譲
渡
承
諾
料（
借

地
権
価
格
の
一
割
が
相
場
）
を
差
し
引
い
た
額

と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
貴
寺
の
場
合
で
す
が
、
ま
ず
第
一
に

競
落
人
の
借
地
権
譲
渡
承
諾
の
申
出
を
拒
絶
し

ま
す
。
そ
う
す
る
と
競
落
人
は
裁
判
所
に
競
落

代
金
で
あ
る
買
受
代
金
納
入
後
二
ヶ
月
以
内
に
、

地
主
で
あ
る
貴
寺
の
承
諾
に
か
わ
る
代
諾
許
可

の
申
立
を
行
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
申
立
は
、

地
主
で
あ
る
貴
寺
に
特
別
送
達
で
通
知
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
そ
の
と
き
、
す
み
や
か
に
地
主
で

あ
る
貴
寺
が
買
い
う
け
る
旨
の
申
立
を
裁
判
所

に
行
っ
て
下
さ
い
。
そ
う
す
る
と
裁
判
所
が
そ

の
対
価
を
決
め
て
く
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
金
額

を
競
落
人
に
支
払
う
こ
と
に
よ
り
借
地
権
付
建

物
は
貴
寺
の
も
の
と
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
経

過
を
た
ど
っ
た
あ
と
、
も
と
の
借
地
人
に
は
予

定
の
引
っ
越
し
先
に
移
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

こ
の
土
地
を
境
内
地
と
し
て
利
用
し
始
め
た

ら
早
速
土
地
登
記
の
地
目
を
宅
地
か
ら
境
内
地

に
変
更
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
翌
年
か
ら
こ
の

土
地
に
は
固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
�

地
主
の
優
先
買
受
権
に
つ
い
て

回
答

本
会
顧
問
弁
護
士

長
谷
川

正
浩

全
日
本
仏
教
会
で
は
、
長
谷
川
正

浩
弁
護
士
に
よ
る
、
本
会
関
係
者
を

対
象
と
し
た
無
料
法
律
相
談
室
を
開

設
し
て
お
り
ま
す
。

相
談
内
容
は
、
寺
院
運
営
を
め
ぐ

る
諸
問
題
、
税
務
、
一
般
民
事
等
、

ご
自
由
で
す
。
相
談
を
ご
希
望
さ
れ

る
方
は
、
必
ず
電
話
で
予
約
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

日
時

原
則
と
し
て
毎
月
第
二
・

第
四
木
曜
日

午
後
一
時
〜

場
所

明
照
会
館

（
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―

七
―

四
）

予
約

全
日
本
仏
教
会
社
会
部

〇
三
―
三
四
三
七
―
九
二
七
五

�
�
�
�
�
�
�
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―
四
月
―

三
日

日
蓮
宗
立
教
開
宗
慶
讃
大
法
要
参
列

九
日

局
内
会
議

十
一
日

法
律
相
談
室

十
二
日
「
同
宗
連
」
総
会

十
六
日

日
蓮
宗
宗
務
院
新
庁
舎
落
慶
式
出
席

十
八
日

同
和
委
員
会

二
十
三
日

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

二
十
四
日

念
法
真
教
燈
主
就
任
式
出
席

法
律
相
談
室

二
十
六
日

局
内
会
議

三
十
日

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

就

任

同
和
委
員

富
永
愼
秀
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

総
務
委
員

菅
原

良
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

総
務
委
員

山
階
清
隆
（
高
野
山
真
言
宗
）

退

任

同
和
委
員

岩
本
孝
樹
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

総
務
委
員

富
永
愼
秀
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）

総
務
委
員

柏
田
良
辯
（
高
野
山
真
言
宗
）

平
川
彰
氏
（
全
仏
元
副
会
長
）

三
月
三
十
一
日
死
去

東
京
大
学
名
誉
教
授

人

事

哀

悼

二
〇
〇
二
年
五
月
一
日
発
行

五
月
号

第
四
七
八
号

発
行
人

小

林

正

道

発
行
所

財
団
法
人

全

日

本

仏

教

会

（
社
）全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
様

金
、
壱
百
萬
円

法
融
寺

那
須
公
順
様

金
、

十
萬
円

法
清
寺

奈
良
康
明
様

金
、

十
萬
円

光
明
寺

石
上
智
康
様

金
、
五
十
萬
円

萬
福
寺

安
本
利
正
様

金
、
壱
百
萬
円

照
栄
院

石
川
恒
彦
様

金
、

十
萬
円

龍
泉
寺

壽
山
良
知
様

金
、

十
萬
円

信
松
院

西
村
輝
成
様

金
、
壱
百
萬
円

保
壽
院

藤
原
知
徳
様

金
、

十
萬
円

佛
教
大
学

佛
教
青
年
会
様

金
、

壱
萬
円

高
福
院

川
島
宏
之
様

金
、
壱
百
萬
円

妙
高
寺

吉
橋
勝
寛
様

金
、
五
十
萬
円

慈
眼
寺

櫻
井
大
乘
様

金
、
五
十
萬
円

慈
眼
寺

櫻
井
英
幸
様

金
、
五
十
萬
円

西
新
井
大
師
總
持
寺

濱
野
堅
照
様

金
、
五
十
萬
円

浄
運
寺

野
口
善
教
様

金
、

十
萬
円

長
慶
寺

島
田
弘
道
様

金
、

十
萬
円

善
林
寺

真
柄
信
雄
様

金
、

五
萬
円

水
野
和
子
様

金
、

十
萬
円

羅
漢
寺

矢
萩
信
顕
様

金
、
弐
十
萬
円

圓
通
寺

梅
花
講
様

金
、

弐
萬
円

金
剛
院

山
田
一
眞
様

金
、

十
万
円

實
相
寺

豊
田
英
世
様

金
、

十
万
円

近
龍
寺

松
濤
弘
道
様

金
、
五
十
萬
円

月
島
テ
レ
ビ
商
会
様

金
、

十
萬
円

立
正
保
育
園
様

金
、
弐
十
八
萬
六
千
円

（
四
月
十
日
現
在
・
受
付
順
）

※
篤
志
の
振
込
先
口
座
番
号
（
郵
便
振
替
）

〇
〇
一
三
〇
―
六
―
三
七
六
〇
〇

加
入
者
名
（
財
）全
日
本
仏
教
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
協
力
金
と
明
記
下
さ
い

※
本
件
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

全
日
本
仏
教
会
国
際
文
化
部

電
話

〇
三
―
三
四
三
七
―
九
二
七
五

ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事
業

篤
志
支
援
者
御
芳
名

鑑
真
和
上
来
日
一
二
五
〇
年
記
念

前
進
座
五
月
特
別
講
演

推

薦
（
財
）全
日
本
仏
教
会

出

演

嵐

圭
史

他

日

時

五
月
十
六
日（
木
）〜
二
十
六
日（
日
）

会

場

三
宅
坂

国
立
劇
場
大
劇
場

料

金

一
等
席

九
八
〇
〇
円

二
等
席

四
〇
〇
〇
円

三
等
席

二
五
〇
〇
円

申

込

前
進
座
東
京
営
業
所

○
四
二
二
―
四
九
―
二
八
一
一

本
会
が
毎
年
頒
布
し
て
お
り
ま
す
、
花
ま
つ
り
の
ポ

ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
ま
し
た
。
価
格
は
従
来

通
り
、
一
枚
百
円
で
、
送
料
は
実
費
ご
負
担
下
さ
い（
着

払
）。
お
申
し
込
み
は
五
枚
以
上
で
、
本
会
財
務
部
ま

で
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
―
三
四
三
七
―
三
二
六
〇
）
あ
る
い

は
ハ
ガ
キ
で
お
願
い
し
ま
す
。

花
ま
つ
り
新
ポ
ス
タ
ー

天
平
の
甍

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

電
話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

（たて５９４�×よこ４２０�）
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